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は
じ
め
に 

ク
エ
は
沿
岸
の
岩
礁
域
を
生
息
場
所
と
し
、
体
重
は

四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
大
型
の
ハ
タ
科
の
魚
で

す
。
主
に
延
縄
や
一
本
釣
で
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、県
内
の
ク
エ
漁
業
従
事
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

漁
獲
圧
の
増
大
に
よ
る
ク
エ
資
源
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
県
内
で
は
平
成
十
八
年
度
か

ら
漁
業
者
が
自
主
的
に
種
苗
放
流
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ク
エ
の
生
態
に
つ
い
て
は
知
見
が

乏
し
く
、
効
果
的
な
放
流
方
法
や
資
源
管
理
手
法
の
開

発
が
ク
エ
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
る
上
で
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
総
合
水
産
試
験
場
が
西
海
市
大

瀬
戸
町
地
先
で
実
施
し
て
き
た
標
識
放
流
試
験
に
よ
っ 

 

 て
わ
か
っ
て
き
た
放
流
適
地
や
放
流
サ
イ
ズ
に
つ
い
て

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

放
流
場
所
・
放
流
サ
イ
ズ
と
再
捕
状
況 

平
成
十
八
年
度
か
ら
効
果
的
な
放
流
場
所
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

検
討
す
る
た
め
、
標
識
魚
を
大
瀬
戸
町
地
先
の
う
ち
、

放
流
魚
が
逸
散
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
三
箇
所
に
放

流
し
て
き
ま
し
た
。
三
箇
所
は
、
①
防
波
堤
に
囲
ま
れ

た
港
内
で
、
浅
い
水
深
域
（
二
～
五
メ
ー
ト
ル
）
に
あ

る
投
石
帯
、
②
港
内
で
深
い
水
深
域
（
十
～
十
五
メ
ー

ト
ル
）
に
あ
る
投
石
帯
、
③
防
波
堤
外
の
岩
礁
帯
（
約

十
メ
ー
ト
ル
）
で
す
。
標
識
魚
は
平
均
全
長
三
十
九
か

ら
百
五
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
放
流
し
た
場
所
で
放

流
後
の
一
定
期
間
、
雑
魚
カ
ゴ
に
よ
る
再
捕
調
査
（
カ

ゴ
調
査
）
を
継
続
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
で
放
流

し
た
標
識
魚
は
約
二
年
間
に
わ
た
り
再
捕
さ
れ
、
放
流

場
所
で
の
滞
留
を
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
②
、
③
で
は

放
流
後
二
週
間
ほ
ど
で
再
捕
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。 ま

た
、
①
に
は
、
平
均
全
長
で

三
十
九
か
ら
百
四
十
三
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
異
な
る
サ
イ
ズ

を
放
流
し
、
漁
業
資
源
と
し
て
の

加
入
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
大

瀬
戸
町
漁
協
で
水
揚
さ
れ
る
漁

獲
物
の
中
に
標
識
魚
が
混
入
し

て
い
る
か
を
調
査
し
ま
し
た
。 

放
流
群
別
の
再
捕
状
況
を
表

１
に
示
し
ま
す
。
九
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
放
流
サ
イ
ズ
で
は

五
年
間
継
続
し
て
再
捕
さ
れ
ま

図１ 長崎県内におけるクエ種苗の放流尾数の推移
出展：「栽培漁業種苗生産、入手・放流実績」より
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し
た
が
、
三
十
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
放
流
群
の
再
捕
は
皆

無
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
に
は
、
餌
料
環
境
や

食
害
生
物
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、
今
後
の
検
討
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

放
流
魚
の
移
動
と
成
長 

標
識
魚
の
再
捕
位
置
は
、
大
瀬
戸
町
漁
協
組
合
員
の

ご
協
力
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
流
位
置

と
主
な
再
捕
位
置
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が

半
径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
再
捕
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
再
捕
時
の
全
長
と
年
齢
の
関
係
を
図
３
に
示

し
ま
す
。
最
大
の
も
の
で
は
全
長
六
十
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
（
五
歳
、
体
重
四
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
至
る
な

ど
順
調
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

                

お
わ
り
に 

 

こ
れ
ま
で
の
標
識
放
流
試
験
の
結
果
か
ら
、
放
流
場

所
に
つ
い
て
は
港
内
の
浅
い
水
深
域
に
設
置
さ
れ
た
投

石
帯
な
ど
に
ク
エ
の
若
令
魚
魚
は
比
較
的
長
期
間
滞
留

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
放
流
サ
イ

ズ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
再
捕
状
況
か
ら
全
長
九
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
サ
イ
ズ
で
の
放
流
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
効
果
的
な

放
流
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
長
い
ス
パ
ン
で
の
移

動･

回
遊
状
況
、生
態
的
な
調
査
等
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

ク
エ
は
同
一
の
個
体
が
成
長
の
過
程
で
先
に
雌
に
な

り
、
そ
の
後
雄
に
な
る
性
転
換
を
行
う
魚
と
し
て
知
ら

図３　再捕された放流魚の成長(年齢-全長)
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図２ 標識魚の主な再捕位置 

H19 H20 H22

8.8-9 10.16-17 9.26 9.9 12.1

39mm 90mm 102mm 97mm 143mm

10,000 6,000 2,000 5,000 1,700

H２０ 0 6 0 - -

H２１ 0 2 2 0 -

H２２ 0 6 5 0 -

H２３ 0 7 3 2 0

H２４ 0 0 1 0 7

H２５ 0 0 0 0 0

0 21 11 2 7

放流サイズ　

放流尾数　

調
査
年
度

合計

表１　大瀬戸町漁協におけるサイズ別放流群の再捕状況

放流年　 H18

放流月日



 

 

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を

図
る
た
め
に
は
、
産
卵
親
魚
を
で
き
る
限
り
保
護
す
る

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

種
苗
放
流
方
法
や
放
流
後
の
管
理
（
例
え
ば
保
護
区
域

の
設
定
や
小
型
魚
の
再
放
流
な
ど
）
、
漁
獲
圧
の
抑
制

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

関
係
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
担
当 
戸
澤
隆
）                          

 


